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　　　　　　　　　　　　　　　　　またまたやりました森田父上、

　　　　　　　　　　　　　　１０月２９日宇和島コモブチ・黒島4番にて。　　　　　　（写真・記事提供　森田さん）
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　　　　　　　　　グレ44・カワハギ13・ウマヅラ2・イスズミ4
　　　　　　　　        1,2ｋｇのウマズラ
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　　　　　　　　　　　　　　　豊島大橋開通前に秋のグレ狙いで大崎上陸は。　 　（写真・記事　和田）
　　　　　　　　　　ウマズラハギ１８ｃｍ　　　　　　　　　　ベラ１９ｃｍ×２　　　　　　　　　　　　　ベラ２０ｃｍ
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　１１月１日　およそ４ヶ月振りのグレ狙いのフカセは本命の気配すら見ないままエサ取り軍団に悩まされる苦しい展開となりました。面白いのは僅か数センチのカタクチイワシに反応してきわどいアタリを見せてくれる小粒Ｂのアタリウキですがマキエに反応している多くのウマズラハギには通用しないのか、アタリを見せないままきれいにサシエを取られていました。
いまさらですが “・・・たいしたもんだぜウマズラ君・・・”
　ネライをチヌに変えてようやく魚らしいアタリが出始めたもののベラ・小ダイ・クサフグの連発、その
殆どをリリースして結局キープしたのは上写真、午後２時前のフェリーで帰りました。　あ～つかれた～ア。
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　　　　　　　　　　　　　　　　ハマチ・ヒラマサ・カンパチ 準備よしっ！　　　　　　 　（写真・記事　和田）
　　　　　　　　　　以前から計画していながら今まで釣行できなかった晩秋の青物釣り、期待と望みを高く豊島入りしました。
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　ネライの釣り場を桟橋に決めて早速エサのデンゴ釣りをはじめましたがその気配がありません。近くの釣人にデンゴの釣れそうな場所を聞いて移動、ようやく瀬尾さんが手ごろなマルアジを釣ったのでそれをブッコミ仕掛けに付けて投げたとたんに貴重なマルアジが針からはずれました。今日の望みが消え去った瞬間です。ブッコミ仕掛けを投げたのは私…反省です。
　最悪パターンのために用意したエギングをやりながら桟橋まで帰りましたがそれも釣果有りません。　デンゴネライのサビキに釣れたトラハゼ１６ｃｍとササノハベラ２０ｃｍを土産に高速艇で大浦まで帰りました。
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　今回でこちら方面のフェリーや高速艇も私達は乗り納めです。１１月２日 早朝から昼前の大型青物狙い釣行記でした。
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　　　　　　　　　　　　　　　「背に腹は・・・」とにかく土産確保しなくちゃア。　　　（写真・記事提供　坊さん）
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　　　　　　　　　　　11月３日（月）中潮。由良半島へ遠征しました。

　沖磯が希望だったのですが２人なので磯はビシャゴになりました。朝一のモーニングチャンスはイスズミ、次もイスズミ。撒餌をして釣れた魚はコッパグレでした、見える魚は赤ジャコ、キタマクラ、キスズメで状況悪いので釣り座を移動しました。餌取りを手前に寄せて沖を攻めます、そしてウキがスパーンと入り手ごたえ十分のですが相手が悪かった。浮かす事ができず根ずれバラシ、多分グレかキバンドウだと思います。ここは50・60cmのグレやブダイ系もいるのでうまくやらない
ととれません。同じパターンでまたバラシ、磯が抉れているので魚が大きいとやられてし
まいます。気分を変えて釣座移動、餌取りを手前に集めて分離成功。まずタカノハ
ダイが釣れて、ついにまともなグレが釣れました。しかし後が続きません。同行者はよ
く釣っておりました。キバンドウ、ヘダイ、コッパグレ、マルハゲ、ハタ系の魚です。

　納竿１時間前から私は土産に胴突仕掛けでマルハゲ確保に没頭しました。

　釣果は　グレ１匹（33cm）マルハゲ５匹（22～26cm）イシガキダイ１匹（20cm） (初登場のイシガキダイはこの黒い魚かな？ カゲの声)
[image: image13.jpg]



　　　　　　　　　　　　　　本日はフリーフィッシング

　　　　　　　　　　　　　　＆予算消化の清掃ボランティア Ｉｎ 大地蔵でした。　 　（写真・記事　和田）
　１１月９日　小雨が時折落ちてきて北の風もあるので寒さを感じる一日になりました。
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フリーフィッシングは午前６時過ぎから大地蔵西波止場でカレイ・ベラ、ネライのチョイ投げ、中の波止場ではサヨリ・青物・チヌ、ネライのノべフカセを１０時過ぎまでがんばりました。
　チョイ投げでは坊さんが待望のカレイを、浜家さんはカワハギやベラを、私はベラ、キスを釣りました。

　開始からしばらくは投げる度にアタリが　

あるので投げ釣り独特のゆっくり腰を落ち着かせて竿先を眺める余裕が無いほどに忙しかったです。
　あいにく下げ潮の釣りになりましたが、カレイの３２ｃｍはＧｏｏｄ釣果、これからの釣行の楽しみが増えたようです。ベラも大きいのは２０ｃｍ前後が数匹釣れてマズマズ、キスは釣り荒れかこの場所の特徴なのか数・サイズ共に不調でした。
　一方のノベフカセは苦戦の様子、明坂さんと瀬尾さんは小型のベラやメバルなどを釣りましたが全てリリースしたそうです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カレイ：３２ｃｍ　ベラ：１３匹（１３ｃｍ～２１ｃｍ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キス：６匹（１４ｃｍ～１６ｃｍ）　カワハギ：１６ｃｍ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホンベラ：１４ｃｍ　イソベラ：１７ｃｍ　以上が全員の釣果でした。
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　　　　　　　　　　　　　　  釣りは面白いね。

                           あなたはフカセorノベフカセ 　　　  　　　　（写真・記事　和田）
　１１月１６日 警固屋海岸で秋チヌねらいをやりました。

この時期のチヌは冬場の低水温に備えて脂肪を蓄えるために荒食いをするので比較的釣り易い・・・と決め込んで気軽な気持ちで望んだことが裏目に出た私でした。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二人の成果です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チヌ３匹　（３０・３２・３７ｃｍ）・・・瀬尾さんの釣果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベラ　（２４ｃｍ）・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サヨリ　（３０ｃｍ）・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　警固屋の小学６年生…釣りの知識はなかなか、将来有望ですよ。
　釣り開始は午前８時ごろ、同じ護岸ではハマチ・ヤズ・サヨリ・カレイなどを
ねらっている先客がいましたがフカセのチヌねらいは私達だけなのでもしかする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と爆釣パターンになるのでは、と「獲らぬタヌキの…」。

瀬尾さんはお手軽ノベフカセ、私は誘導仕掛けのフカセでスターしました。
　ノベフカセは本命を立て続けに３匹、方や通常のフカセ釣りはエサ取りのフグが紛らわしいアタリを連発してくれる始末、ようやくサヨリとベラを釣り上げ何とか今夜のサシミは確保しました。
　フカセで昼前までネバリましたが釣果を追加するどころか毎回の投入度にウキに反応の無いままサシエがなくなる始末、結局、瀬尾さんのチヌ３匹を有り難く頂いて終了しました。　（お手軽ノベフカセは本当にいいですね。皆さんお勧めですよ！）
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　　　　　　　　　　　　　　ホッケの季節？ おっとっと…間違えた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤッケの季節が今年もやってきた。　　　　（写真・記事　和田）
　１１月２２日　下蒲刈で午前８時ごろから昼過ぎまで脂の乗った秋チヌねらいをやりました。

目標のポイントには先客があって、やむなく三ノ瀬港・北波止先端で開始しました。波止場の外向きは引潮の潮流が早すぎてフカセができる状態ではないので内側に向けて必要にキャストを繰り返しました。内側とは言え干潮時でも水深７～８ｍ、穏やかな流れが続き、都合の良いことに適度の駆け上がりもあるので絶好のチヌポイント（過去は）です。
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　午前１１時２０分 干潮の潮止まり直前、待望のアタリ！間違いなくチヌのそれを確信して軽くアワセを入れると強烈なシメコミがあり大物を予感させるに十分でした。つづいて潮返し直後の１１時４０分、２匹目が同じ位置で喰ってきました。
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　しばらくはチヌの良型が釣れ続くでしょう。それから、この時期のチヌは脂が乗って一層美味い季節でもあります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　彼らは華麗？にカレイを求めに行ったとサ。　　（写真・記事提供　坊さん・森田さん）
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　11月23日（日）若潮。東広島市安芸津町の赤碕でチョイ投げしました。

当日は釣場に８時集合、もりた氏は７時前から始めた様で、フグやチャリコの餌取りが多いと情報をもらいました。満潮が７時20分だから夜明け前から釣り開始がベターです。

　狙いはカレイなので餌は本虫と青虫を使用して棒天秤に10号前後の錘で市販の仕掛けをつけて50ｍまでの範囲を置き竿でアタリを待ちました。

　先週は忠海港でのチョイ投げで初めての“海毛虫やれ喰い”を経験して魚が釣れなかったから今回も期待は無かったのに嬉しい誤算となりました。
　アタリは頻繁にあり、釣れる魚は18cm級の良型キスです。ちょっと頑張って遠投すれば良型
のギザミと鉄砲ギスが釣れました。餌は本虫でした。煩わしい海毛虫はここでは１匹も喰ってき
ませんでした。地元の人の話では底引き網漁船のナマコ漁が始まると寄り付かなくなり、釣れな
くなる様です。今がチャンスですわ。

　本命のカレイは釣れず、二人の釣果はキス10匹（14～25.5cm）メゴチ２匹（20～21cm）
青ギザミ２匹（17～23.5cm）で自分的には満足できました。先週が最悪だったので尚更です。

もりた氏も退屈しない程度にアタリがあり、楽しんでいました。　ｂｙ坊
　１１/23相変わらずの５：３０満潮が８：００のため早出した。
 場所は赤崎。
ほんの少しのつかの間。１５センチのキス、２０センチの相変わらずのフグ。
 干潮が１３：００でリベンジングにかかるがジェット天秤ではアタリはわかりにくく、なんぎをした。
　相方の坊さん。の釣果が羨ましかったが、久々投釣げを堪能した。ただ、チョイナゲ竿は意味がなく餌取りの餌食と相成った。　森田 稔
	11月 Ｓ Ｓ Ｆ Ｃ　魚 種 別 最 長 寸 記 録　（敬称略　魚名は50音順　長寸ｃｍ）
	

	魚種
	月/日
	長寸
	名前
	現認
	コメント
	08年
	07年
	06年
	

	イスガキダイ
	11/3
	20.0 
	坊
	自己申告
	由良・ビシャゴにてグレ狙い
	20.0
	　
	　
	
	

	ウマズラハゲ
	11/1
	18.0 
	和田
	写真
	豊島大橋開通前の大崎下島　グレネライのフカセにて
	36.0
	32.0 
	31.0 
	
	

	カレイ
	11/9
	32.0 
	坊
	5人
	大地蔵フリーフィッシング、瀬尾・明坂・浜家・加登岡・和田
	32.0
	32.0 
	28.0 
	
	

	カワハギ
	11/3
	26.0 
	坊
	自己申告
	由良・ビシャゴにてグレ狙い
	26.0
	25.0 
	　
	
	

	ギザミ
	11/16
	24.0 
	和田
	瀬尾
	警固屋海岸のフカセにて
	24.0
	25.0 
	23.0 
	
	

	キス
	11/23
	25.5 
	坊
	自己申告
	安芸津・赤碕にてカレイ狙いのチョイ投げ　森田さん同行
	25.5
	25.0 
	27.0 
	
	

	クラカケトラギス
	11/2
	16.0 
	瀬尾
	和田
	大型青物狙いの豊島釣行にて
	16.0
	15.0 
	　
	
	

	ササノハベラ
	11/2
	20.0 
	和田
	瀬尾
	大型青物狙いの豊島釣行にて
	21.0
	19.0 
	19.0 
	
	

	サヨリ
	11/16
	30.0 
	和田
	瀬尾
	大型青物狙いの豊島釣行にて
	39.0
	30.0 
	34.0 
	
	

	チヌ
	11/22
	42.0 
	和田
	写真
	下蒲刈・三ノ瀬港にて
	51.0
	43.5 
	45.0 
	
	

	ホンベラ
	11/9
	14.0 
	和田
	5人
	大地蔵フリーフィッシング、瀬尾・明坂・浜家・坊・加登岡
	14.0 
	13.0 
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メゴチ
	11/23
	21.0 
	坊
	自己申告
	安芸津・赤碕にてカレイ狙いのチョイ投げ　森田さん同行
	21.0
	26.0 
	21.0 
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　ウマズラとありますが、写真で見るとウスバハギのようですね。今回も大漁、おめでとうございます。


             カゲノ声





私の釣果





By kaipyon





　今年二回目の清掃活動は釣りを終えて昼前まで大地蔵～尾の鼻を実施、収集車は加登岡さんが持ち込んでくれたので助かりました。　　　　


　相変わらず釣り人起因と思われるゴミが多いのが残念でした。





参加は、明坂さん、瀬尾さん、坊さん、加登岡さん、浜家さん、私です。　肌寒い一日、皆さまお疲れでした。
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釣果は


42cm 1,130g


　　(11時20分)


40cm 860g


　　(11時40分)


　　　　　　でした。　
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